











































Chiseko MASUI : A Study of the Role of Music Teaching in Developing Students’ Creativity （2）
－ Composing Background Music to Fit the Image of Poems －
創造力の育成をめざした音楽科授業（2）






年次では「詩の朗読に合う BGM の創作」という単元の授業（高Ⅱ）を行った。今年度の第 3 年次では





















































































　第 1 〜 4 時　創作
　第 5 ・ 6 時　中間発表
　第 7 ・ 8 時　作品の改善・洗練













































・第 1 次第 2 時
　創作のグループは，男女の人数が偏らないように

























































































































1 ② 雨の音を表現（ピアノ，あたたか，高音でレファ＃ラレ）， 4 / 4 拍子，D dur，チェロのソロから
入る。ピアノ，鉄琴，ヴァイオリン，チェロで 1 文ずつ割り振り，つながりのあるメロディを決め
る。ピアノの下降：滑り落ちる雨を表現。“生きよう〜届くようにと”：朗読オンリー。
2 ③ 第 4 連は思いっきり。南イタリアといえば？（オリーブ，ナポリ，パスタ，白い砂浜，青い海）ウ
インドチャイムでいい感じの和音を。マラカスで砂の感じを出す？
3 ⑤ 長調，循環型，ピアノや木琴，連符により循環を表現。場面ごとに曲調を変える。トーンチャイム
でハーモニーを重ね，象徴できるものも加える。 3 拍子：円→永遠， 4 拍子：規則。
4 ④ トーンチャイム，鉄琴，木琴，ヴァイオリン，トランペット。第 1 連：かわいらしい音，ハーモ
ニー。第 2 連：下降音型，低めの音， 1 音ずつ切る。すれちがい→伸ばしきった音を混在， 2 つの
旋律。第 3 連：メロディ明るく，ハーモニー暗め。“ちいさくさいた”から曲調を変え，音を小さ
くする。
5 ⑥ 第 1 連：暗，第 2 連：明，第 3 連：暗→明，第 4 連…明。歌にする！ギター，ピアノ，ヴァイオリ
ン，ファゴット，コーラス？！
6 ⑤ 出だし静かに→第 1 連終了後盛り上げる→第 2 連前ピタッ→第 3 連静かに盛り上げる。
7 ⑤ さわやか，ト長調→ニ長調に転調。・カムチャッカの朝：すがすがしい空気，メキシコの早朝：陽
気，民族的，ニューヨークの少女：スタイリッシュな感じ，ローマの朝：神々しい朝の光，ラテン
気質，暖色，オレンジ。第 1 連と第 2 連の間で中程度の盛り上がりをつける。第 3 連　大きく盛り








Ⅴ 　第 2 次第 5 時－10時（中間発表・作品
の改善と洗練・本発表）の授業の実際
































試してみるよう促した。表 3 は，第 1 次第 4 時から












している様子がわかる。「 3 拍子：永遠， 4 拍子：
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資料　生徒の創作メモの一部 
